
平成17年2月定例会

②　総括質疑及び一般質問（発言順）

川　口　三　男
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．施政方針について
　　⑴市民生活の実態についての評価と認識について
　　　①要因の認識と求められる地方自治体の政治のあり方について
　　⑵鉄道高架事業の評価と認識について
　　　①今日的費用対効果の具体的認識について
　　　②事業を進める市長の市民合意に対する認識について
　　⑶災害に強いまちづくりに取り組む政治姿勢について
　　　①災害に向き合う政治姿勢について
　　　②予想被害想定を最小限にする対応について
　　　③地震発生前、発生後の対策についての行政責任について
　　　④津波及び液状化の認識について
　　⑷技能五輪国際大会についての計画と展望について
　　　①費用対効果と沼津のまちづくりについて
　　　②施設の活用について
　　⑸沼津の教育の認識と展望について
　　　①社会現象の要因に対する認識について
　　　②これまでの沼津の教育の成果に対する評価と認識について
　　　③隣接校選択制度での教育について
　　⑹市町村合併についてのあり方と市民の合意形成について
　　　①沼津市の将来のまちづくりのあり方について
　　　②市民合意のあり方について
　　　③戸田村との合併に対する評価と今後の展望について

斉　藤　孝　一　
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．施政方針について
　　⑴災害に強い教育施設整備について
　　　①小中学校教育施設の耐震化について
　　　②津波から児童・生徒を守る対策について
　　　③市立高校の体育館の建てかえについて
　　⑵教育施設における不審者対策について

杉　山　功　一
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．津波対策について
　　⑴地震対策委員会の検討結果について
　　⑵市街化調整区域の宅地造成の規制解除に係る県・国への要望の結果について
　　⑶防潮堤の設置について

　２．介護予防拠点施設の設置について
　　⑴「宅老所」の設置について

　３．介護サービスの質の向上について
　　⑴第三者評価システムの導入について

　４．家庭教育の推進について
　　⑴家庭教育読本の贈呈について
　　⑵保育園、幼稚園での父母の勉強会開催要請について

川　端　や　よ　い
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．災害に強いまちづくりについて
　　⑴台風22号がもたらした被害とその支援策について
　　　①ミカンの被害について
　　　②養殖漁業の被害について
　　　③小和田川流域の被害と上流の治山対策について
　　　④常襲浸水地域の水害対策について
　　　　(ｱ)志下地域について
　　　　(ｲ)大平地域について
　　⑵津波避難路の安全性について

浅　原　和　美
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．企業立地の促進について
　　⑴どのようにして新規企業の誘致や既存企業の「留置」を図っていくのか。

　２．「ものづくり」への支援策について
　　⑴沼津市の「ものづくり」のさらなる発展及び地場産業育成のために、どのように取り組んでいくのか。
　　⑵ファルマバレー構想と連携した産業振興について



湯　浅　優　子
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．性教育について
　　⑴青少年の性行動とエイズを含む性感染症等の現状認識について
　　⑵教育現場における対応について
　　　①小中学校における性教育の経過とその成果について
　　　②教職員の研修について
　　⑶今後の取り組みと課題について
　　　①若い指導者の導入について
　　　②家庭へのアプローチについて
　　　③親や親子を対象にした教育について

　２．障がいのある人を取り巻く環境について
　　⑴生涯学習について
　　⑵スポーツ施設におけるユニバーサルデザインについて
　　⑶生涯学習への今後の取り組みについて

伊　藤　正　彦
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．教育行政について
　　⑴「人づくり未来塾」の目的やグランドデザインに基づいた推進方法について
　　⑵ゆとり教育の見直しについて
　　⑶二学期制について
　　⑷教育基本法の改正についての認識と評価について

　２．沼津市スポーツ振興基本計画について
　　⑴スポーツ振興におけるハード面及びソフト面の整備について
　　⑵地域におけるスポーツの振興について

　３．平成17年度予算について
　　⑴戸田村との合併により、沼津市にとってメリットが出ている点はどのようなところか。

関　高　義
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．財政について
　　⑴本市財政の中長期的な展望について

　２．平成17年度施政方針について
　　⑴（仮称）ぬまづ健康福祉プラザの整備について

　３．津波対策について
　　⑴避難経路について
　　⑵情報伝達システムについて

千　野　慎　一　郎
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．省エネルギー対策について
　　⑴市のＩＳＯ活動による効果について
　　⑵公共施設の省エネ対策について
　　⑶公共建築物のライフサイクルコストについて
　　⑷自然エネルギー設備（風力発電）の導入について
　　⑸公共交通機関の活用による省エネ化について

　２．ごみ処理対策について
　　⑴分別及び収集システムの見直しについて
　　⑵最終処分場の延命化と再生化について
　　⑶有機性廃棄物のバイオ処理について
　　⑷愛鷹山ろく等の不法投棄対策について

　３．人づくりについて
　　⑴高大連携の推進について
　　⑵大学院誘致の推進について

岩　崎　英　亮
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．行政評価システムの定着と今後について

　２．防災対策について
　　⑴海岸線の堤防の状況と今後の対応策について
　　⑵市有公共施設の耐震性能リストの公表について
　　⑶木造家屋耐震化の状況と今後の推進対応策について
　　⑷消防団員の確保について

　３．スポーツ振興について
　　⑴市営野球場の活用について



加　藤　元　章
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．施政方針について
　　⑴「人づくり」について
　　　①小中学校の「総合的な学習」の評価について
　　　②地域での教育力の向上策について
　　⑵「健康づくり」について
　　　①多目的福祉施設への市民ニーズなどについて
　　⑶「活力あるまちづくり」について
　　　①ＴＭＯの現状分析と今後のあり方について
　　　②沼津港港湾振興ビジョンの進捗と貨物機能について
　　　③沼津港水門展望施設のさらなる魅力づけについて
　　⑷「行財政運営」について
　　　①平成17年度予算の考え方について
　　　②長期的な財政見通しの考え方について
　　　③市債残高について

山　崎　篤
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．第３次総合計画について
　　⑴前期推進計画の最終年度を迎えるに当たって
　　⑵前期推進計画の評価と後期推進計画
　　⑶沼津市のまちづくり33指標

　２．県の動向にマッチした市の動きについて
　　⑴ファルマバレー構想
　　⑵出先機関の再編
　　⑶地方税一元化構想

　３．観光行政（観光振興による活性化）について
　　⑴消費を促す積極的展開

　４．スポーツ振興と健康づくりについて
　　⑴スポーツ振興基本計画及び推進計画
　　⑵健康づくりとスポーツ振興等関連部署の連携強化

　５．子育て支援について
　　⑴放課後児童クラブ
　　⑵全児童対象の放課後事業

　６．産業の活性化について
　　⑴企業誘致
　　⑵企業支援

渋　谷　興　一
Ⅰ　市長の政治姿勢について
　１．清掃事業について
　　⑴空きビン、古紙及び古布等の資源ごみ処理が「便宜供与」という考え方について
　　　①市長の基本的な考え方について
　　　②対外的な影響について
　　　③平成17年度の方針について
　　　④平成15年度一般会計決算を審査した一般会計決算特別委員会での答弁について


